
れ
れ
ば
、
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、 

そ
う
し
た
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も 

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を 

守
る
こ
と
、子
ど
も
の
意
見 

を
聴
い
て
一
緒
に
考
え
る 

こ
と
が
大
切 

Ｑ 

こ
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
の
教

員
研
修
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。 

Ａ 

令
和
５
年
度
か
ら
、
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
の
全
教
員
を
対
象

と
し
た
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委

員
に
よ
る「
豊
田
市
子
ど
も
条
例
」

に
つ
い
て
の
動
画
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
９
９
．
４
％
の
教
員
か
ら
、

「
条
例
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
」
と
回
答
。 

Ｑ 

子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
す
る
取

組
は
。 

Ａ 

中
学
校
で
は
生
徒
会
が
中
心
と

な
り
、
教
師
と
の
対
話
を
通
し 

て
生
徒
の
声
を
反
映
し
た
校
則
の

改
定
に
取
り
組
ん
だ
り
、
一
人
一

人
の
個
性
や
多
様
性
を
尊
重
し
た

制
服
の
見
直
し
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
。 
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こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
今
後
５
年
程
度
の
子
ど
も
政
策
の
方
向

性
を
定
め
る
初
め
て
の
「
こ
ど
も
大
綱
」
を
年
内
に
策
定
す

る
方
針
で
す
。
こ
ど
も
大
綱
と
関
連
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
審

議
会
は
、
１
２
月
１
日
、「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

関
す
る
指
針
」
の
答
申
を
出
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の 

重
要
性
と
課
題 

Ａ 

昨
今
の
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
共
働
き

家
庭
の
増
加
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
い
じ

め
の
認
知
件
数
や
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
増
加
、
自

由
に
遊
べ
る
場
所
の
減
少
な
ど
、
様
々
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
達
が
安

全
・
安
心
な
環
境
の
下
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場

Ａ 

自
治
区
、
地
域
学
校
共
働
本
部

な
ど
が
設
置
し
て
い
る
居
場
所
が

４
０
か
所
、
２
８
中
学
校
区
中
、
２

０
中
学
校
区
で
設
置
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
が
運
営
し
て
い
る
子
ど
も
食

堂
が
３
４
所
あ
り
、
２
８
中
学
校
区

中
１
８
中
学
校
区
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。 

課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
は
地
域
や
民

間
が
設
置
し
た
も
の
も
含
め
て
、
市

内
に
ど
の
よ
う
な
居
場
所
が
あ
る

の
か
、
足
り
て
い
る
の
か
い
な
い
の

か
、
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
。 

ま
た
、
居
場
所
は
、
子
ど
も
自
身
が

居
場
所
と
感
じ
る
か
ど
う
か
が
重

要
で
あ
り
、
行
政
な
ど
が
一
方
的
に

用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の

視
点
に
立
ち
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
。 

 

児
童
館
を
子
ど
も
の 

居
場
所
に 

Ｑ 

児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
館

の
設
置
状
況
は
。 

Ａ 

児
童
福
祉
法
に
規
定
す

る
児
童
館
は
設
置
し
て
い

な
い
。 

Ｑ 

子
ど
も
を
主
体
と
し
た
居
場
所

と
し
て
の
児
童
館
の
考
え
は
。 

Ａ 

居
場
所
づ
く
り
で
は
子
ど
も

達
の
意
見
を
聴
く
中
で
、
児
童
館

の
持
つ
機
能
が
必
要
と
認
め
ら 

所
と
し
て
、
ま
た
、
多
世

代
の
人
々
と
の
交
流
な
ど

に
よ
る
学
び
や
社
会
性
を

身
に
付
け
る
場
所
と
し

て
、
居
場
所
づ
く
り
の
重

要
性
は
増
し
て
い
る
。 

地
域
学
校
共
働
本

部
４
０
か
所 

子
ど
も
食
堂
３
４
か

所 Ｑ 

子
ど
も
の
居
場
所
の
地

域
に
お
け
る
設
置
状
況
は
。 

令
和
４
年
１
２
月
に
改
訂
さ
れ 

た
「
生
徒
指
導
提
要
」
を
指
針

と
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
や
意

見
を
尊
重
し
た
指
導
に
努
め

て
い
く
。 

 

保
育
士
の
配
置
基
準 

の
見
直
し
を
検
討 

Ｑ 

保
育
士
配
置
基
準
を
見
直
す

考
え
は
。 

Ａ 

発
達
障
が
い
等
配
慮
が
必
要

な
園
児
へ
の
適
切
な
保
育
や
、
園

児
１
人
１
人
の
主
体
性
を
よ
り

大
切
に
す
る
保
育
、
さ
ら
に
保
育

士
の
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
、
昨
今
の
保
育
を
取
り
巻

く
環
境
に
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。
現
在
、
保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。 

Ｑ 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
有
資 

格
者
の
配
置
の
考
え
と
現
状

は
。 

Ａ 

早
朝
保
育
や
延
長
保
育
に
つ

い
て
は
、
勤
務
時
間
帯
の
条
件

な
ど
か
ら
、
有
資
格
者
だ
け
で

は
募
集
人
員
が
集
ま
ら
な
い

た
め
、
無
資
格
者
を
採
用
し
、

有
資
格
者
の
保
育
補
助
者
と

し
て
配
置
。 
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◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 

午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

党愛知県副委員長 

すやま初美 
 

 

 

 

 

 

衆議院議員 

もとむら伸子 
根本みはる 
豊田市会議員 

１
３
日
、
環
境
福
祉
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
陳
情
に
対
す
る
賛
成

の
意
見
は
以
下
の
よ
う
で
す
。 

「
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
、
地
方
自
治
体
に
対
し

て
、
社
会
保
障
施
策
の
拡
充
を
求

め
る
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
１

９
８
３
年
か
ら
毎
年
、
県
内
全
自

治
体
に
要
請
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

陳
情
項
目
の
う
ち
、 

『
１
，
安
心
で
き
る
介
護
保
障
』

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
料
等
の
負

担
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
厚
労

省
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
物
価
高
騰
の
影
響
を
考
慮
し

た
保
険
料
の
引
き
下
げ
と
、
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
・
人
材
確
保
の

た
め
の
自
治
体
独
自
の
施
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

（
５
）
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実 

「
①
中
等
度
か
ら
の
加
齢
性
難
聴

者
を
対
象
と
す
る
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
加
齢
性
難
聴
を
早
期
発
見
す
る

た
め
の
無
料
検
診
事
業
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。」
に
つ
い
て
は
、
日

本
補
聴
器
工
業
会
の
調
査
に
よ
る

と 

日
本
に
お
け
る
難
聴
者
数
は
１

４
３
０
万
人 

と
推
定
さ
れ
、
人
口

に
対
す
る
比
率
は
１
１
．
３
％ 

と
、

世
界
で
３
番
目
に
多
い
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
日
本
の
補

聴
器
の
普
及
率 
は
、
難
聴
者
人
口

の
１
３
．
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
欧

米
諸
国
の
普
及
率
が
３
０
～
４

０
％
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、 
非
常

に
低
い
水
準
と
言
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
の
地
方
議

会
に
お
い
て
「
補
聴
器
購
入
の
公
的

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択

が
、
２
１
年
７
月
時
点
で
、
１
８
６

自
治
体
に
広
が
り
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
程

度
の
聴
力
低
下
の
場
合
の
補
聴
器

購
入
助
成
制
度
を
つ
く
っ
た
自
治

体
は
、
２
３
年
５
月
時
点
で
、
１
５

６
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
無

料
検
診
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
加
齢

性
難
聴
を
早
期
に
発
見
し
、
認
知
症

予
防
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ま
す
。 

    昼間の時間に変更します 

12月２２日（金） 

午後 １ 時半～ 
   集合：豊田市駅西側マック横 
    スタンディング後、駅前パレード 

  主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 
 

（
７
）
障
が
い
者
控
除
の
認
定
「
②

す
べ
て
の
要
介
護
認
定
者
ま
た
は

障
が
い
高
齢
者
自
立
度
Ａ
以
上
の

人
に
『
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認

定
書
』
を
自
動
的
に
個
別
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。」
に
つ
い
て
は
、
愛

知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員

会
が
要
望
を
開
始
し
た
０
６
年
か

ら
毎
年
、
要
望
を
続
け
、
過
半
数

の
自
治
体
が
実
施
す
る
な
ど
、
社

会
保
障
施
策
の
前
進
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。」 

 

月 1回 の行動に 

来    2024年 1月 11日（木） 
           ２月 11日（日） 

★1月から曜日が変わります。 

ご注意ください。 


